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町の花「ノハナショウブ」
　現在栽培されているハナショウブの原
種で、紫色の清楚な花が毎年 6 月上旬
頃に開花します。通称「どんど花」と呼
ばれ、古来「斎宮」の名花として知られ
ている。（昭和 63 年 6 月 17 日制定）

町の木「槇」
　古くから明和町で多く育てられてお
り、常緑にして生命力が強いとされて
いる。防火・防風のための生け垣や庭
園樹として広く利用され、愛されてい
る。（昭和 54 年 7 月 20 日制定）

町章
　明和の頭文字の「明」を解体して日
と月で表し、日は「威厳」、月は「慈愛」
を意味し、天体のごとく丸く高く発展
と向上を表している。（昭和 35 年 8
月 26 日制定）

位置と交通町章とシンボル

歴
史
と
文
化
が
色
濃
く
残
る
ま
ち

明
和
町

　

明
和
町
に
は
、
伊
勢
神
宮
に
仕
え
る
斎
王

が
住
ま
わ
れ
て
い
た
斎
宮
が
あ
り
ま
し
た
。

斎
宮
は
発
掘
さ
れ
た
規
模
や
出
土
品
か
ら
、

天
武
王
朝
時
代
の
お
よ
そ
七
世
紀
末
ご
ろ
か

ら
、
中
世
に
い
た
る
ま
で
の
間
、
県
南
部
の

産
業
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
実
際
、
町
内
か
ら
は
数
多

く
の
遺
跡
や
古
墳
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
地
の

歴
史
が
大
変
古
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
以
降
、
こ
の
地
域
は
伊
勢
神
宮

の
神
宮
領
に
属
し
て
い
た
た
め
多
く
の
御
園

が
置
か
れ
、
江
戸
時
代
に
は
藤
堂
藩
・
鳥
羽
藩
・

紀
州
藩
・
神
宮
領
と
多
く
の
藩
に
分
割
し
て

統
治
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
南
部

を
通
る
伊
勢
街
道
は
、
当
時
お
伊
勢
参
り
の

人
々
で
賑
わ
い
、
宿
場
町
・
伊
勢
平
野
の
中

心
穀
倉
地
帯
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

明
治
22
年
に
は
、
市
町
村
制
施
行
に
よ
り

大
淀
村
・
下
御
糸
村
・
上
御
糸
村
・
斎
宮
村
・

明
星
村
が
成
立
。
昭
和
30
年
、
大
淀
町
・
下

御
糸
村
・
上
御
糸
村
の
3
つ
の
町
村
が
合
併

し
て
「
三
和
町
」
に
、
斎
宮
村
と
明
星
村
が

合
併
し
て
「
斎
明
村
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
昭
和
33
年
、
こ
れ
ら
の
２
町
村
が
合
併

し
、
各
町
村
か
ら
1
字
ず
つ
を
と
っ
て
「
明

和
町
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　三重県のほぼ中央部にある伊勢平野の南部に位置し、
東は伊勢市、西は松阪市、南は玉城町・多気町に接し、
北は伊勢湾に接しています。
　地形は平野が多く、大堀川、笹笛川、祓川の 3 つの
川が伊勢湾へと流れ込み、良質米の生産地域となってい
ます。
　気候は、冬暖かく夏涼しい東海型気候に属し、全般的
に温暖で、四季の変化は快適な風土を生み出しています。
　交通面では、まちの中央部を近畿日本鉄道が横切り、
明星・斎宮の２つの駅は、通勤・通学などに利用されて
います。また、国道 23 号と県道鳥羽松阪線がほぼ東西
に走り、これらは南北に走る主要な町道とともに、交通
ネットワークを形成しています。
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。
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明
和
町
は
、
伊
勢
湾
に
面
し
て
お
り
、
な
だ
ら
か
に
広
が
る
伊

勢
平
野
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
で
は
古
く
か
ら
農
・
水

産
業
を
基
幹
産
業
と
し
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
優
良
農
地
を
基
礎
的
資
源
に
、
水
稲
を
中
心
と
し
た
土

地
利
用
型
農
業
・
施
設
野
菜
・
畜
産
な
ど
、
多
様
な
農
業
が
営
ま

れ
、
施
設
野
菜
は
専
業
的
経
営
の
も
と
特
産
化
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
の
遠
浅
で
砂
質
の
地
盤
を
活

か
し
、
の
り
養
殖
業
や
あ
さ
り
・
バ
カ
貝
な
ど
の
採
貝
漁
業
が
行

わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
御
糸
織
や
地
酒
と
い
っ
た
も
の
も
昔
な
が
ら

の
地
場
産
業
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
明
和
町
に
住
む
人
々

を
支
え
て
い
る
の
は
、
新
鮮
で
豊
富
な
「
食
」
で
あ
り
、
そ
れ
が

み
ん
な
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

産
業
振
興

食物繊維を多く含んだ健康食品で、
昔ながらのおふくろの味。明和町を
含むこの伊勢地方では、国内消費の
約 70％を加工生産している。

ひじき　

この地方で最も多く生産される水稲の品種。
しっかりした旨みと粘りが特徴で、味つやの
バランスが良く、収穫も安定しているため、
非常に優秀なお米。

コシヒカリ

和紙でありながら、特殊な製法により本物の革と遜
色ない質感、手触りに仕上げられた伝統工芸品のひ
とつ。江戸時代、伊勢神宮には革製品を持ち込めな
かったため、擬革紙で作られた煙草入れが人気だっ
たといわれている。

擬革紙
酒造りは水が命です。酒の
醸造に適した水が湧く大
淀には１軒の造り酒屋があ
り、地元の味として地域の
人々に親しまれている。

地酒
藍色と縦縞の柄が特徴の御糸織は、今からおよそ
300 年前の江戸時代に、江戸に進出した松阪商人に
より松阪もめんとして広められた。現在でも明和町に
ある御糸織物工場で紡織されており、植物の藍で糸を
染めて、機械で反物を織るという、全国でも珍しい一
貫体制で生産を行っている。

御糸織

地元企業が一堂に会し、生産
や製造・販売している商品
などを町内外の人たちに広く
知ってもらおうと明和町商工
会が企画・開催した。自社商
品のＰＲにたくさんの企業が
出展している。

明和町産業展
トマト、メロン、キュウリ、イチゴ、ア
スパラ菜などのハウス栽培が盛んである。

この地方で生産される大根は主に伊勢たくさんの材料等
になります。近年、大根の作付は減少傾向にあるものの、
その産地としての評価は高いといわれています。

大根

「昔浅草 今は伊勢 香り姿は日本一」
といわれるこの地方の黒のり。明和
町では大淀、下御糸の漁家が養殖生
産している。

のり

大淀、下御糸の沿岸では、
年間を通じてあさり貝
が採捕される。

あさり

明
和
町
の
暮
ら
し
を
支
え
る

農 業

産 業

下御糸漁港 大淀漁港

漁 業
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明
和
町
は
、「
と
も
に
支
え
合
う
福
祉
と

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高

齢
化
社
会
を
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
、
身
近
な
地
域
で
共
に
支
え
合
い
、
助

け
合
え
る
、
き
め
細
や
か
な
福
祉
政
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
の
未
来
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る

原
動
力
と
な
る
の
は
、
そ
こ
に
暮
ら

す
人
々
の
力
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

人
を
育
み
、
成
長
さ
せ
る
の
は
「
学

び
」に
他
な
り
ま
せ
ん
。
明
和
町
で
は
、

そ
の
「
学
び
」
を
大
切
に
し
、
快
適

な
「
学
び
の
場
」
を
提
供
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

幼
児
教
育
に
お
い
て
は
、
幼
児
に

必
要
な
集
団
生
活
を
通
じ
て
基
礎
的

生
活
習
慣
や
社
会
性
の
学
習
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
や
英
語

教
育
な
ど
多
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
を
大
切
に
し
、
更
な
る
教
育
・
保

育
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
、
保
育
所
と
幼
稚
園

の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
「
認
定
こ
ど

も
園
」
を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
、
平
成
27
年
４
月
に

「
み
ょ
う
じ
ょ
う
こ
ど
も
園
」
を
開
園

し
ま
し
た
。

　

義
務
教
育
に
お
い
て
は
、
確
か
な

学
力
の
定
着
・
向
上
を
目
指
し
た
学

力
検
査
の
活
用
や
、「
教
育
力
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
、
教
職
員
の
指

導
力
向
上
を
図
り
、
教
育
を
行
う
側

と
受
け
る
側
、
双
方
の
能
力
向
上
を

目
指
し
、
総
合
的
な
教
育
力
の
充
実

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

暮
ら
し

明
和
町
の
人
々
を
支
え
る

福祉
健康

教育
子育て

定期的に血圧測定、
尿検査、体脂肪測定
等を実施し、保健師
に よ る 健 康 相 談 を
行っている。

健康ひろば

様々な地域福祉活動や在宅福祉サービスの実施、
ボランティアの養成や支援を行っている。地域福
祉を推進していく民間組織で、明和町の福祉を支
える重要な柱のひとつ。

明和町社会福祉協議会

施設内には「地域包括支援セン
ター」や「障がい者生活支援セン
ター」を設置し、町の総合的な
保健福祉施策を推進している。
町民の保健福祉の推進や高齢者
の介護予防、障がい者の相談支
援を推進する拠点であり、定期
的に幼児の健診や育児相談等も
実施している。

明和町保健福祉センター

平成 27 年４月１日より幼保連携型認
定こども園として開園。認定こども園
は教育と保育を一体的に行う機能を有
し、教育機会の拡大や待機児童の解消
に取り組んでいる。

みょうじょうこども園
各スポーツ用のアリーナ、柔剣道場、トレー
ニング室を完備。他にも総合グラウンド（野
球や陸上競技など）、テニスコート（全天候
型砂入り人工芝：ナイター可能）、担い手
センター（体育館）等の町有施設がある。

総合体育館

　

明
和
町
は
、「
と
も
に
支
え
あ
う
福
祉
と

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高

齢
化
社
会
を
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
、
身
近
な
地
域
で
共
に
支
え
合
い
、
助

け
合
え
る
、
き
め
細
や
か
な
福
祉
政
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

暮
ら
し

地元を流れる祓川の調
査の体験学習を通じて、
子どもたちに自然環境
に関心をもってもらい、
祓川の美化につなげる
活動を行う。稲作体験
学習等も実施。

小学校児童らの
体験学習
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こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
の
時
代
に

は
、
自
治
体
や
地
域
が
特
色
や
個
性

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
住

民
自
治
や
地
域
内
分
権
な
ど
の
ほ
か
、

地
方
に
人
が
住
み
活
性
化
す
る
た
め

の
「
地
方
創
生
」
に
関
す
る
施
策
が

重
要
視
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

明
和
町
で
は
、
明
和
町
総
合
計
画

に
基
づ
き
「
明
和
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」、「
明
和
町
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
て
お
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
暮
ら
し
の
利
便
性
向
上
を
目
指

し
た
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
行
政
施
策
に
関
し

て
、
単
一
自
治
体
の
み
で
は
な
く
、

広
域
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
行
政

の
効
率
化
と
施
策
の
効
果
を
高
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市
町
と
の
連

携
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
隔
地
の
自
治
体

と
も
連
携
・
交
流
を
深
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
行

政
施
策
を
実
施
し
、「
歴
史
・
文
化

と
自
然
が
輝
き
、
快
適
で
こ
こ
ろ
豊

か
な
「
和
」
の
ま
ち
明
和
」
を
創
造

し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

明
和
町
の
未
来
を
支
え
る

行政

消防団による出初式での放水の様子。夏季、秋季にも訓練を行っており、いつ
来るかわからない自然災害に日頃から備えている。

消防団

明和町では毎年、総合防災訓練を実施している。
津波避難訓練や資機材訓練、地震体験、濃煙体験等の各種訓練や防災展示を実施し、
関係機関との連携強化や住民の意識啓発を行い、明和町の防災・減災力の向上に
努めている。

総合防災訓練

各地区の自治会長、民生委員、消防団、学校関係者といった
地域の代表者と共に地元の防災対策について話しあう。

地域防災懇談会

三重県警と協力し、街頭でドライバーに交通安
全を訴える「ミルミルウェーブ」を実施。

交通安全運動

　

明
和
町
で
は
、
町
を
支
え
る
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、

様
々
な
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
等
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
の
平
成
24

年
度
か
ら
、「
地
域
防
災
懇
談
会
」
を
設

置
し
、
協
働
し
て
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
並
行
し
て
ハ
ー
ド
整
備
に
つ

い
て
平
成
27
年
度
か
ら
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
整
備
に
着
手
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害

の
発
生
確
率
が
高
ま
っ
て
お
り
、
実
践
的

な
訓
練
を
通
し
た
町
の
防
災
体
制
の
強
化
、

防
災
・
減
災
に
係
る「
自
助
」「
共
助
」
の

強
化
啓
発
、
自
主
防
災
組
織
や
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
総
合
的
な
防
災
・

減
災
力
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
・
交
通
安
全
の
取
り
組

み
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
、

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
下
校
時

の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
の
実

施
や
、
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保

育
所
等
の
教
育
施
設
に
お
け
る

交
通
安
全
教
室
を
実
施
す
る
な

ど
、
子
ど
も
や
保
護
者
向
け
の

交
通
安
全
教
育
を
通
じ
て
事

件
・
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

防災
安全

89

平成 11 年６月に友好交流提携を締結して
以来、スポーツ交流や産業交流など、様々
な交流事業を行っている。

友好交流都市　＜群馬県明和町＞
平成 15 年 11 月から試行運行が始まり、
平成 28 年 10 月に路線・ダイヤの改正
が行われ４ルートに細分化、３台に増や
しての運行を行っている。

明和町民バス
10 年ごとに町の将来像を展望し、そ
の実現に向けた基本的な考え方を示す
もので、住民等と行政が協働してまち
づくりを進めるための町政運営指針。

総合計画



日
本
遺
産

天皇に代わり伊勢神宮に仕えた皇女・斎王の宮殿と斎宮寮と呼
ばれた役所の跡。古代から中世にかけて 660 年間続いたとい
われ、当時は 500 人を超える官人が勤めており、天照大神に
仕える斎王ただ一人を支えていた。

斎宮跡

斎宮跡の発掘調査では、当時の宮
廷で使われていた緑色に発色する
焼き物の緑

りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

や、文字や記号
などが墨書きされた墨

ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

、祭
祀用具など数多くの出土品があ
り、斎宮の華やかな生活を裏付け
ている。

斎宮跡出土品

聖なる領域の入口に流れる
川が祓川です。斎王は、こ
の川で最後の禊を行って斎
宮に着任した。

祓川
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源氏物語の「竹河」帖には、竹川にある花
園を舞台にした場面が登場します。斎王が
生きた時代、このあたりは川にほど近かっ
たため、斎宮からは花園を一望できたので
はないかと言われている。

竹川の花園
斎王の宮殿があったとされる神聖な場所。
平安時代、祈りの拠点であったこの地が、
現在でも地元の神社として信仰され、祈り
の精神が伝えられている。

竹神社（野々宮）

倭姫命の真名鶴伝説が由来。神嘗
祭に初穂の稲束を伊勢神宮の内玉
垣に懸け、国の永遠の繁栄を祈る

「懸税（カケチカラ）」行事の発祥
の地。

カケチカラ発祥の地

斎王の宮殿があったと語り継がれ、斎宮のシ
ンボル的な森として地元の人々によって守ら
れてきた。

斎王の森

天照大神の御杖代として各地を
巡幸した倭姫命がこの地に滞在
の際に造ったとされる宮跡。現
在はのどかな田園風景が広が
り、唯一「竹佐々夫江旧跡」と
刻まれた石碑が、伝説の地の存
在を物語っている。

佐々夫江行宮跡

倭姫命が天照大神の鎮座場所を探し求め、この地にたどり着いたとされる。古代
の多くの歌に「枕詞」としても使われた景勝地。

大淀

　

文
化
庁
が
新
た
に
創
設
し
た
制
度
「
日
本
遺
産
」に
、
明
和
町
が
申
請
し
た
「
祈
る
皇
女
斎
王
の
み
や
こ 

斎
宮
」
が
平
成
27
年
４
月
24

日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
と
は
、地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、ス
ト
ー

リ
ー
を
語
る
上
で
不
可
欠
な
魅
力
あ
る
有
形
・
無
形
の
文
化
財
群
を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内
外
に
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
制
度
で
す
。

「
祈
る
皇
女
斎
王
の
み
や
こ 

斎
宮
」

　

古
代
か
ら
中
世
に
わ
た
り
、
天

皇
に
代
わ
っ
て
伊
勢
神
宮
の
天
照

大
神
に
仕
え
た
「
斎
王
」
は
、
皇

女
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
、
都
か

ら
離
れ
た
伊
勢
の
地
で
、
人
と
神

と
の
架
け
橋
と
し
て
、
国
の
平

安
と
繁
栄
を
願
い
、
神
へ
の
祈
り

を
捧
げ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

斎
王
の
宮
殿
で
あ
る
斎
宮
は
、

伊
勢
神
宮
領
の
入
口
に
位
置
し
、

都
さ
な
が
ら
の
雅
な
暮
ら
し
が
営

ま
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
神
聖
な
土

地
と
し
て
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た

斎
宮
跡
一
帯
は
、
日
本
で
斎
宮
が

存
在
し
た
唯
一
の
場
所
と
し
て
、

皇
女
の
祈
り
の
精
神
を
今
日
に
伝

え
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産

認
定
ス
ト
ー
リ
ー

斎王が伊勢神宮で神事に奉仕する「三節祭」のうち、神
嘗祭のために８月晦日にこの場所で禊

みそぎ

を行っていた。

斎王尾野湊御禊場跡

「伊勢物語」には、在原業
平と斎王の恬

やす

子
こ

内
ない

親
しん

王
のう

が
モデルといわれる恋物語
が書かれており、再び会
いたいと願った業平でし
たが尾張国に行かねばな
らず、2 人は別れを惜し
み、この松の下で歌を詠
み交わしたとされている。

業平松
斎宮で亡くなった斎
王、隆子女王の墓。
現在は宮内庁が管理
しており、1000 年
を経た今も深い木々
の中で清楚なたたず
まいを見せている。

隆子女王の墓



日
本
遺
産

室町時代後期（1513 年）に
建 て ら れ た、 高 さ 194cm
の燈ろう形の塔。六角形の
石の各面に地蔵が刻まれて
いるのが特徴で、見事に整っ
たフォルムは、三重県にあ
る石幢の中でもトップクラ
スの美しさといわれている。

六地蔵石幢
（県指定有形文化財）

斎宮で使う土器が作られたとされる奈良時代の遺跡。当
時の土器の製作工程がわかる、全国でも珍しい遺跡。広
さは約１ha あり、国の史跡に指定され、一部が復元・整
備されている。

水池土器製作遺跡（国指定史跡）

白砂青松で有名な大淀海岸が眼前に広がるキャンプ場。心地よ
い松林の中、バンガローやテント、カーサイトで心ゆくまでア
ウトドアライフが満喫できる。夏季には海水浴も楽しめる。

大淀ふれあいキャンプ場

明和町の町花で、別名「どんど花」。毎年、６月上旬頃、
濃紫色の美しい花が咲き誇る。平野に群生している
のは珍しく、国の天然記念物に指定されている。

斎宮のハナショウブ群落（国指定天然記念物）

現在は県道 428 号線になっている「伊勢街道」。
道しるべや、江戸時代中期の門、鬼門瓦、雁木や
格子戸の残る家など、道沿いを歩くだけでもちょっ
とした伊勢旅気分を味わうことができる。

斎王をはじめとする王朝人生活をさまざまなプログ
ラムで体験できる施設。「斎宮跡歴史ロマン広場」
の一角にあり、その建物は「寝

しん

殿
でん

造
づくり

」と呼ばれる平
安貴族の邸宅をモデルにしている。
十
じゅう

二
に

単
ひとえ

や厳かな直
のう

衣
し

など平安装束の試着体験や、斎
王が乗った輿

こし

である葱
そう

華
か

輦
れん

の試乗体験、蹴
け

鞠
まり

など古
代の遊び体験、年中行事にちなんだ小物づくり体験
などメニューも盛り沢山。秋には寝殿造りの建物を
背景に名月を愛でる雅な催し「いつきのみや観月会」
が行われる。

平安時代前期（９世紀初め）の斎宮の中心的な施設
だった「寮

りょう

庁
ちょう

」の主要な建物を、発掘調査で発見さ
れたその場所に実物大で再現している。
ここでは斎

さ い

宮
く う

寮
りょう

の長官の臨
りん

席
せき

のもと、建物に囲まれ
た空間を中心に、斎宮のさまざまな儀礼が行われて
いたと考えらる。
復元された建物では、最盛期の斎宮を体感できるだ
けでなく、復元された空間をいかしてコンサートや
展覧会などさまざまな利活用が可能。

史跡斎宮跡地内の北西部に建てられている県立の博物館です。館内
は２つの常設展示室と映像展示室があり、「文字からわかる斎宮」「も
のからわかる斎宮」をテーマとした展示のほか、斎宮の制度や斎王
の暮らしをショートムービーで見ることができる。また、知識がな
くても楽しく遊べる土器パズルなど、子どもから歴史通、斎王ファ
ンまで楽しめる内容が満載。年に数回、ユニークな趣向の展覧会も
開催されている。

伊勢街道

いつきのみや歴史体験館

史跡公園　さいくう平安の杜

斎宮歴史博物館

　

町
内
に
は
多
く
の
遺
跡
や
古
墳
、
当
時
の
面
影
が
残
る

町
家
、
歴
史
や
文
化
を
体
感
・
学
習
で
き
る
施
設
な
ど
、

情
緒
あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
春
に
は

花
々
が
美
し
く
咲
き
誇
り
、
夏
に
は
海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ

な
ど
、
自
然
を
思
う
存
分
満
喫
で
き
る
ま
ち
で
す
。

観
光・
史
跡

歴
史
・
文
化
と
自
然
が
輝
く
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ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
咲
き

誇
る
６
月
上
旬
、
斎
宮
歴
史
博

物
館
を
中
心
に
２
日
間
に
わ
た
っ
て

繰
り
広
げ
ら
れ
、
平
安
時
代
の
王
朝
絵
巻

を
今
に
再
現
し
ま
す
。

　

１
日
目
は
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
２
日
目
に
は
主
役
の
斎
王
を
は
じ

め
、
女
別
当
・
内
侍
な
ど
総
勢
約
1
2
0
人
が
「
斎
王
群
行
」
を
行

い
ま
す
。
天
皇
の
名
代
と
し
て
伊
勢
の
大
神
に
仕
え
る
た
め
、
都
を

離
れ
斎
宮
寮
へ
旅
立
っ
た
斎
王
と
そ
の
一
行
の
群
行
の
様
子
が
、
華

や
か
に
再
現
さ
れ
ま
す
。
明
和
太
鼓
や
雅
楽
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
、
祭
り
に
花
を
添
え
ま
す
。

　

斎
王
の
み
霊
を
鎮
め
よ
う

と
始
ま
っ
た
こ
の
祭
り

は
、
今
で
は
町
を
代
表

す
る
祭
り
の
一
つ
と

な
り
、
国
史
跡
で

あ
る
「
斎
宮
跡
」

の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

斎
王
ま
つ
り

笛や太鼓の囃子に合わせ、総ケヤキ造りの
山車が地区内を練り歩く姿が壮観。

祇園祭（算所）
いつきのみや歴史体験館で開催される、平
安の月見をしのぶ催し。約 3000 個のろう
そくに灯りが点され、寝殿造りの建物を照
らし、幻想的な空間が広がる。

いつきのみや観月会

「虫送り」とは、稲の害
虫を松明の火で追い払
う農村の年中作業の一
つ。蓑村の虫送りは町
指定無形文化財にも登
録され、現在も受け継
がれている。

虫送り（蓑村）

厄払いと地区の安全を願う行事。正念寺境内
での「かげ舞」奉納や御頭などの行列が見もの。

御頭神事（前野）
宝暦年間（約250年前）に起源をもつと言われ
る、宇爾桜神社の天王祭に奉納される羯鼓（太
鼓の一種）踊り。頭には赤

しゃ

熊
ぐま

、腰に蓑、腹に
は白木綿など独特の装束を纏うのが特徴。

羯鼓踊り（有爾中）
煙火を打ち上げて「無病息災」などを願った
ことが由来の夏祭り。子ども神輿が地区内を
練り歩き、夜には田んぼの真ん中で花火が打
ち上げられる。

上村天王祭（上村）
四隅に飾られた幣を、子どもを授かった家に
飾られることから「安産祈祷相撲」と呼ばれ
ている。志貴の精霊相撲と同じく、チビッコ
力士たちが奮闘している。

安産祈祷相撲（中村）

伝
統
行
事

鮮
や
か
に
ま
ち
を
彩
る

大
淀
祇
園
祭

　

毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
い
を
み
せ
る
大
祭
か
ら
、

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
行
事
ま
で
、

年
間
を
通
し
て
様
々
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
息
吹
を
感
じ
る
祭
り
に
は
、

輝
き
に
満
ち
溢
れ
た
人
々
の
笑
顔
が
集
ま
り
ま
す
。

伝
統
行
事

　

毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
い
を
み
せ
る
大
祭
か
ら
、

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
行
事
ま
で
、

年
間
を
通
し
て
様
々
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
息
吹
を
感
じ
る
祭
り
に
は
、

輝
き
に
満
ち
溢
れ
た
人
々
の
笑
顔
が
集
ま
り
ま
す
。

　

疫
病
除
け
や
農
・
漁
業
の
繁
栄
を
祈
っ
て
、
江
戸
時

代
中
期
か
ら
始
ま
っ
た
祭
り
。
毎
年
旧
暦
６
月
14
日（
現

在
は
そ
れ
に
近
い
土
曜
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
宵
宮
の

東
区
の
山
車
を
皮
切
り
に
、
当
日
は
三
世
古
（
北
区
・

中
区
・
西
区
）、
山
大
淀
の
山
車
が
区
内
を
練
り
歩
き
、

威
勢
の
い
い
笛
や
太
鼓
が
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
夕
刻
、
山
車
を
２
隻
の
漁
船
に
乗
せ
て
大
淀
漁

港
に
浮
か
べ
る
海
上
渡
御
で
、
祭
り
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
迎
え
ま
す
。
夜
に
は
盛
大
な
花
火
大
会
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
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明
和
町
は
、
米
や
ひ
じ
き
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
水
産
物
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
地
域
資
源
を
用
い
て
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な

特
産
品
開
発
に
取
り
組
み
、
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
風
土
が
育
ん
だ

祝い事のある“ハレの日”に食卓を満た
したという、身の厚い穴子寿司。
伝統の味を商品化した「穴
子寿司玉手箱」は人気の
名産品。

あなご寿司

食物繊維を多く含み、昔ながらのおふくろの
味として親しまれるひじき。町内を含むこの
伊勢地方では、国内消費の約 70％を加工生
産している。

伊勢ひじき

伊勢神宮に毎年奉納されるお酒「伊勢旭」の大
吟醸の美味しさを丸ごと詰め込んだアイス。豊
かな香りが口いっぱいに広が
り、食べた後は爽快感
が広がる。

大吟醸あいす

明和町特産品振興連
絡協議会特製の煎餅。
えびをベースに特産
品である、黒米・ひ
じき・ちりめんをそ
れぞれ入れて昔なが
らの手焼き製法で焼
き上げた逸品。

手焼き煎餅
ちりめん・いつき（黒米）・ひじき

炭の消臭・除湿効果を活かし、花な
どを使って可愛らしくアレンジした
オブジェ。アクセントに明和町の地
場産業である天然藍染め「松阪木綿
御糸織」の布がよく合う。

炭のオブジェ

農産物直売加工所が栽培したもち米に
12 種類の地元産物を入れたあられ。レ
ンジで加熱して 12 通りの美味しさを楽
しめる。

十
じゅう

二
に

単
ひ と

衣
え

あられ
王朝時代の食生活を再現し、伊勢湾
でとれた季節の魚や鶏、野菜など新
鮮な素材を 30 種類ほど盛り込んだ
上品なお弁当。

斎王べんとう

鮮やかな黄色のカサが特徴的な無
農薬・無添加キノコ。旨み成分で
あるグルタミン酸を多く含むため、
味・香り・食感が抜群。

黄金たもぎ茸
明和町が募集した「おみやげアイデアコンテ
スト」で最優秀賞に選ばれた創作菓子。町の
特産品である黒米美粉などを使用し、十二単
をイメージした新作のお菓子。

めい姫の十
じゅう

二
に

単
ひとえ

バウム

古代のもち米「黒米」
を使用。ぬかの部分に
紫 黒 色 系 の 色 素 を 含
み、栄養素が豊富。香
ばしい香りのお茶で、
煮出した後はお粥にも
できる。

斎王ゆかりの
古代米茶

明
和
の
逸
品

伊勢地方の名産、国内消費の約 70% を加
工生産している「ひじき」の粉末を練り込
んだうどん。食べると口いっぱいに磯の香
りが広がるもっちり麺。昔から健康・美容
に良いとされている。

ひじきうどん

酸化を防ぐ働きが強いとされるアン
トシアニンとビタミンＥを含んだ

「黒米」を粉末状にしました。様々
な料理とも相性抜群。

黒米美粉

江戸時代より、伊勢神宮の祭りで使う布が
織られていた歴史を持つ天然藍染め。現在
も地場産業として受け継がれている。

御糸織

町内の酒蔵で作られた純米酒。吟醸と
同じ長期低温発酵させた特別限定酒で、
純米酒ならではの米の旨みとまろやか
な口当たりのよいお酒。

地酒

産学官連携日本酒プロジェクト
で、地元と皇學館大学、明和町が
連携し、新しい特産品として創り
出された２つの日本酒。
地元産の水と米を使い、学生らの
アイデアと地域の力で取り組み、
地元酒蔵で醸造。芳醇で深い味わ
いがあり、この地の歴史・文化が
凝縮された一本。

神都の祈り
斎
さい

王
おう

・御
み

裳
も

濯
すそ

川
がわ
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明
和
町
の
あ
ゆ
み

1819

昭
和
33
年

9
月 

三
和
町
と
斎
明
村
合
併
、
明
和
町
誕
生

初
代
明
和
町
長
に
辻
一
雄
氏
が
就
任

昭
和
34
年

9
月

伊
勢
湾
台
風
襲
来 

（ 

死
者
5
人
、全
壊
家
屋
1
3
7
戸
）

12
月

明
和
中
学
校
舎
２
期
工
事
が
完
了

昭
和
35
年

3
月

第
２
代
町
長
に
山
口
龍
三
氏
が
就
任

8
月

町
章
を
町
民
か
ら
公
募
、
決
定

9
月

明
和
町
商
工
会
設
立

10
月

旭
ヶ
丘
幼
稚
園
が
完
成

昭
和
36
年

3
月

有
線
放
送
施
設
完
成

10
月

 

役
場
庁
舎
・
中
学
校
・
農
事
セ
ン
タ
ー
の
総
合
落
成
式
挙
行

昭
和
37
年

1
月

大
淀
漁
港
の
灯
台
点
灯

8
月

双
葉
幼
稚
園
、
曙
幼
稚
園
が
完
成

昭
和
38
年

3
月

明
和
中
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
39
年

5
月

大
淀
小
学
校
舎
が
完
成

8
月

南
藤
原
ー
斎
宮
駅
間
、
三
交
バ
ス
開
通

昭
和
40
年

7
月

 

明
和
中
学
校
に
、
県
下
学
校
施
設
初
の
50
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
完
成

昭
和
41
年

7
月

明
和
町
観
光
協
会
設
立

昭
和
42
年

4
月

県
道
の
八
木
戸
橋
が
完
成

昭
和
43
年

2
月

第
４
代
明
和
町
長
に
木
戸
口
幸
助
氏
が
就
任

11
月

町
制
10
周
年
記
念
式
典
挙
行

昭
和
45
年

4
月

明
和
町
消
防
本
部（
常
備
）設
置

昭
和
46
年

5
月

菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
の
業
務
開
始

昭
和
47
年

２
月

第
５
代
明
和
町
長
に
吉
田
松
雄
氏
が
就
任

4
月

み
ど
り
保
育
所
開
園

5
月

 

常
陸
宮
ご
夫
妻
ほ
か
6
殿
下（
妃
殿
下
）
が
、
神
宮
土
器
調
整

所
・
古
里
遺
跡
等
を
ご
見
学

昭
和
48
年

4
月

 

伊
勢
神
宮
遷
宮
の
臨
時
祭
主
・
第
三
皇
女
鷹
司
和
子
さ
ん
、

斎
宮
跡
を
訪
問

11
月

暁
幼
稚
園
開
園

昭
和
49
年

3
月

農
協
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー（
下
御
糸
）
完
成

昭
和
50
年

4
月

伊
勢
広
域
清
掃
工
場
業
務
開
始

10
月

南
勢
バ
イ
パ
ス
（
国
道
23
号
）
全
線
開
通

昭
和
51
年

5
月

試
掘
調
査
等
に
よ
り
斎
宮
跡
の
実
在
が
判
明

7
月

明
星
の
水
池
で
奈
良
時
代
の
遺
構
を
発
掘

昭
和
52
年

3
月

中
央
公
民
館
完
成

7
月

水
池
土
器
製
作
遺
跡
、
国
の
史
跡
に
指
定

10
月

坂
本
ー
斎
宮
間
、
広
域
圏
道
路
開
通

昭
和
53
年

4
月

明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
業
務
開
始

8
月

町
制
20
周
年
記
念
式
典
挙
行

昭
和
54
年

3
月

斎
宮
跡
、
国
の
史
跡
と
し
て
保
存
指
定

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

6
月

斎
宮
跡
調
査
事
務
所
兼
仮
設
展
示
館
オ
ー
プ
ン

7
月

町
の
木
「
槇
」
決
定

昭
和
55
年

3
月
「
斎
宮
跡
の
道
」
オ
ー
プ
ン

担
い
手
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
56
年

2
月

第
８
代
明
和
町
長
に
渡
邉
靖
六
氏
が
就
任

7
月

南
部
児
童
館
完
成

昭
和
57
年

5
月

み
え
ぎ
ょ
れ
ん
大
淀
貝
類
集
荷
セ
ン
タ
ー
完
成

8
月

台
風
10
号
襲
来

10
月

緑
の
少
年
隊
結
成
式
、
愛
林
祭
開
催

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
地
域
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成

12
月

第
９
代
明
和
町
長
に
辻
英
輔
氏
が
就
任

昭
和
58
年

3
月

斎
王
の
森
横
に
遺
構
を
再
現

昭
和
59
年

3
月

広
域
圏
道
路
全
線
開
通

6
月

美
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

昭
和
60
年

6
月

第
3
回
斎
王
ま
つ
り
で
斎
王
群
行
再
現

7
月

漁
免
道
路
完
成

昭
和
61
年

10
月

南
勢
広
域
斎
場
組
合
火
葬
場
完
成

昭
和
62
年

5
月

浩
宮
さ
ま
、
斎
宮
跡
等
を
ご
見
学

12
月

証
明
書
発
行
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化

昭
和
63
年

6
月

町
民
憲
章
・
町
の
花
（
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
）
が
決
定

8
月

大
仏
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
オ
ー
プ
ン

9
月

町
制
30
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
元
年

7
月

財
団
法
人
国
史
跡
斎
宮
跡
保
存
協
会
発
足

10
月

農
協
合
併
。
多
気
郡
農
業
協
同
組
合
発
足

斎
宮
歴
史
博
物
館
オ
ー
プ
ン

総
合
体
育
館
完
成

平
成
3
年

7
月

ふ
る
さ
と
会
館
オ
ー
プ
ン

10
月

在
宅
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ー
ト

平
成
4
年

11
月

国
史
跡
「
斎
宮
跡
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

平
成
5
年

9
月

王
朝
ロ
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
野
外
音
楽
群
集
劇
を
披
露

平
成
6
年

4
月

明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

12
月

第
12
代
明
和
町
長
に
木
戸
口
眞
澄
氏
が
就
任

平
成
8
年

3
月

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

7
月

 

明
和
町
と
南
勢
町
を
結
ぶ
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
が
全
面
開
通

平
成
9
年

4
月
「
明
和
の
里
」
オ
ー
プ
ン

在
宅
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
同
時
ス
タ
ー
ト

11
月

 

坂
本
古
墳
群
か
ら
、7
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳

と
金
銅
装
頭
椎
大
刀
が
見
つ
か
る

平
成
10
年

3
月

 

明
和
町
と
松
阪
市
を
結
ぶ
ふ
る
さ
と
農
道
「
新
須
田
橋
」
が
完
成

9
月

町
制
40
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
11
年

2
月

 

明
和
町
下
尾
隣
保
館
が
明
和
町
人
権
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更

4
月

 

資
源
ご
み
（
瓶
類
・
古
紙
・
古
布
・
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

の
分
別
収
集
始
ま
る

5
月

 

庁
舎
を
つ
な
ぐ
増
改
築
工
事
と
耐
震
化
工
事
が
完
了

6
月

群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
と
友
好
提
携
を
締
結

10
月

 「
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
」
オ
ー
プ
ン

平
成
12
年

11
月

新
下
御
糸
漁
港
が
開
港

福
祉
セ
ン
タ
ー
改
装
オ
ー
プ
ン

平
成
13
年

3
月

町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
、
旧
陸
軍
の
給
水
塔
が
取
り
壊
さ
れ
る

4
月

ご
み
の
分
別
と
減
量
化
・
資
源
化
に
向
け
て
「
指
定
ご
み

袋
」
制
度
を
実
施
。
情
報
公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト

11
月

明
和
町
・
松
阪
市
・
飯
南
町
・
飯
高
町
・
宮
川
村
・
大
台
町
・

勢
和
村
・
多
気
町
・
三
雲
町
・
嬉
野
町
の
10
市
町
村
で
、
松

阪
地
方
市
町
村
合
併
検
討
会
を
設
置

平
成
14
年

2
月

市
町
村
合
併
に
関
す
る
住
民
1
0
0
0
人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

3
月

 

斎
宮
駅
北
側
に
斎
宮
跡
10
分
の
1
史
跡
全
体
模
型
完
成
オ
ー
プ
ン

7
月

 

美
化
セ
ン
タ
ー
に
替
わ
り
、
池
村
地
内
に
環
境
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン

8
月

 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト

住
民
票
コ
ー
ド
が
、
町
民
に
配
布
さ
れ
る

10
月

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

明
和
町
・
多
気
町
・
勢
和
村
・
玉
城
町
・
度
会
町
の
５
町
村

で
合
併
研
究
会
が
発
足

平
成
15
年

2
月

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

4
月

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設

い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
東
に
休
憩
所
オ
ー
プ
ン

明
和
町
・
多
気
町
・
勢
和
村
・
玉
城
町
・
度
会
町
の
５
町
村

で
市
町
村
合
併
任
意
合
併
協
議
会
が
発
足

5
月

明
星
ほ
場
整
備
事
業
が
完
成

7
月

個
人
情
報
保
護
制
度
を
実
施

8
月

明
和
町
青
少
年
指
導
員
協
議
会
が
設
立

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
第
２
次
サ
ー
ビ
ス
開
始

11
月

自
主
運
行
バ
ス（
町
民
バ
ス
）の
試
行
運
行
開
始

12
月

市
町
村
合
併
任
意
合
併
協
議
会
が
解
散

平
成
16
年

3
月

公
営
住
宅
整
備
事
業
上
御
糸
団
地
建
て
替
え
工
事（
第
１
期
）に
着
手

明
和
町
史
「
史
料
編
」が
完
成

4
月

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
で
２
学
期
制
が
ス
タ
ー
ト

5
月

大
淀
海
岸
キ
ャ
ン
プ
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

7
月

松
阪
地
域
広
域
消
防
組
合
明
和
分
署
に
防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー

が
設
置

平
成
17
年

3
月

明
和
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定

4
月

役
場
東
側
に
明
和
交
番
が
開
所

社
会
福
祉
協
議
会
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
あ
り
ん
こ
」
が

オ
ー
プ
ン

6
月

公
営
住
宅
整
備
事
業
上
御
糸
団
地
建
て
替
え
工
事
（
第
２
期
）

に
着
手

10
月

地
域
に
お
け
る
子
育
て
を
支
援
す
る
明
和
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設

町
内
５
土
地
改
良
区
が
合
併
し
て
明
和
土
地
改
良
区
に

明
和
町
史
「
斎
宮
編
」
が
完
成

平
成
18
年

4
月

大
淀
・
下
御
糸
漁
協
を
含
む
伊
勢
湾
岸
の
５
漁
協
が
合
併
し
、

伊
勢
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
名
称
変
更

10
月

県
道
多
気
停
車
場
斎
明
線
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

11
月

第
15
代
明
和
町
長
に
中
井
幸
充
氏
が
就
任

平
成
19
年

6
月

公
営
住
宅
整
備
事
業
上
御
糸
団
地
建
て
替
え
工
事
（
第
３
期
）

に
着
手

7
月

皇
太
子
さ
ま
が
斎
宮
歴
史
博
物
館
を
ご
訪
問
。
国
史
跡
斎
宮

跡
の
出
土
品
な
ど
を
見
学
さ
れ
る

平
成
20
年

3
月

明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
を
策
定

日
曜
開
庁
を
試
行
ス
タ
ー
ト

4
月

上
御
糸
・
下
御
糸
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
に
着
手

6
月

公
営
住
宅
整
備
事
業
上
御
糸
団
地
建
て
替
え
工
事
（
第
４
期
）

に
着
手

9
月

町
政
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
、
み
ど
り
保
育
所
増
築
工
事
に
着
手

平
成
21
年

3
月

国
史
跡
斎
宮
跡
指
定
30
周
年
記
念
式
典
挙
行

9
月
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ–

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」
を
導
入

第
５
次
明
和
町
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施

10
月
「
明
和
町
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
放
送
開
始

平
成
22
年

2
月

明
和
町
公
共
下
水
道
（
フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
）
明
和
処
理
区

の
事
業
が
完
了

3
月

町
有
公
園
の
適
正
管
理
の
た
め
都
市
公
園
条
例
を
制
定

4
月

明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
が
廃
止
さ
れ
、「
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入

認
可
保
育
所
「
明
和
ゆ
た
か
保
育
園
」
が
開
園
。

9
月

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
、「
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
に
改
正

平
成
23
年

3
月

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
備
蓄
物
資
を
搬
送
。
義
援
金
の
受

付
を
開
始

第
５
次
明
和
町
総
合
計
画
を
策
定

明
和
町
観
光
振
興
計
画
（
平
成
23
～
27
年
度
）
を
策
定

4
月

明
和
町
立
暁
幼
稚
園
を
休
園

担
い
手
セ
ン
タ
ー
を
全
面
改
修

5
月

中
南
勢
広
域
営
農
団
地
農
道（
ビ
ー
フ
ロ
ー
ド
）
の
明
和
多

気
区
間
が
開
通

東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
町
職
員
６
人
を
派
遣

6
月

明
和
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称
が「
め
い
姫
」
に
決
定

10
月

松
阪
市
・
明
和
町
・
多
気
町
・
大
台
町
が
協
力
し
、
定
住
自

立
圏
構
想
「
中
心
市
宣
言
」
を
発
表

11
月

下
御
糸
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

平
成
24
年

3
月

日
本
最
古
の
「
い
ろ
は
歌
」
墨
書
土
器
が
出
土

６
次
産
業
化
（
地
域
資
源
活
用
・
農
商
工
連
携
）
推
進
に
か

か
る
研
究
会
を
発
足

6
月

公
共
施
設
用
地
と
し
て
明
和
消
防
署
南
側
の
土
地
約

4
1,
0
0
0
㎡
を
取
得

大
堀
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
が
解
散

10
月

清
掃
工
場
へ
の
ご
み
の
持
込
み
に
つ
い
て
有
料
化
が
実
施

11
月

住
民
票
住
所
に
「
方
書
」
の
表
示
を
開
始

平
成
25
年

1
月

群
馬
県
明
和
町
と
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

3
月

明
和
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定

皇
學
館
大
学
と
明
和
町
と
の
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

7
月

伊
勢
市
、
鳥
羽
市
、
志
摩
市
、
明
和
町
、
玉
城
町
、
度
会
町
、

大
紀
町
、
南
伊
勢
町
で
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結

8
月

ふ
る
さ
と
寄
附
の
特
典
制
度
を
開
始

9
月

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
を
開
催

「
擬
革
紙
」
が
三
重
県
指
定
伝
統
工
芸
品
に
認
定

平
成
26
年

1
月

京
都
府
与
謝
野
町
、
島
根
県
津
和
野
町
の
３
町
で
災
害
時
の

応
援
協
定
を
締
結

3
月

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
明
和
町
を
訪
問
し
、
斎
宮
歴
史
博
物

館
を
ご
視
察

蓑
村
虫
送
り
と
木
造
不
動
明
王
立
像
を
町
指
定
文
化
財
に
指
定

国
道
23
号
線
の
盛
土
部
分
に
緊
急
避
難
階
段
を
設
置

4
月

実
物
大
復
元
建
物
建
築
工
事
に
着
手

斎
宮
き
ら
ら
の
森
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
運
営
事
業
に
関
す
る

基
本
協
定
を
締
結

農
業
集
落
排
水
事
業
に
お
け
る
笹
笛
処
理
場
が
供
用
開
始

6
月

伊
勢
湾
西
南
海
岸
事
業
が
３
月
に
完
成
し
、
完
成
式
が
開
催

10
月

約
10
年
ぶ
り
に
明
和
町
産
業
展
が
開
催

12
月

み
ょ
う
じ
ょ
う
こ
ど
も
園
が
完
成

平
成
27
年

2
月

斎
宮
き
ら
ら
の
森
で
発
電
を
開
始
し
、
点
灯
式
を
挙
行

3
月

近
鉄
斎
宮
駅
史
跡
公
園
口
休
憩
所
が
完
成

第
４
期
明
和
町
障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定

松
阪
市
・
明
和
町
・
多
気
町
・
大
台
町
で
松
阪
地
域
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
を
締
結

4
月

明
和
町
の「
祈
る
皇
女
斎
王
の
み
や
こ　

斎
宮
」
が
日
本
遺

産
に
認
定

町
内
小
学
校
で
土
曜
授
業
が
開
始

所
得
段
階
別
介
護
保
険
料
が
改
定
さ
れ
、
11
段
階
に

6
月

明
和
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販
売

9
月

平
安
時
代
の
斎
宮
の
役
所
「
斎
宮
寮
」
を
復
元
し
た
復
元
建

物
が
完
成
、
竣
工
式
を
開
催

10
月

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

松
阪
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

第
22
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
明
和
町
女
性
消
防
隊
が

出
場

11
月

東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
講
堂
に
て
日
本
遺
産
認
定
交
付
式
が
開
催

史
跡
公
園
「
さ
い
く
う
平
安
の
杜
」
が
オ
ー
プ
ン

12
月
「
明
和
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び

「
明
和
町
総
合
戦
略
」
を
策
定

平
成
28
年

3
月

大
淀
津
波
避
難
タ
ワ
ー
及
び
浜
田
・
八
木
戸
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
造
成
工
事
に
着
手

「
陸
軍
第
７
通
信
連
隊
１
２
８
部
隊
防
空
壕
」
と
「
小
金
古

墳
群
３
号
墳
」
が
町
の
指
定
文
化
財
に



明和町の統計
　本町は、伊勢市、松阪市と隣接し両市のベッドタウン的要素があるため、人口は増加を続け、昭和 40（1965）年の
16,860人から、平成22（2010）年には 22,833 人となりました。人口は45年間に 35.4％増加していますが、昭和40

（1965）年から60（1985）年までは増加の傾向も強まったものの、その後緩やかになり、平成 27 年は減少に転じています。
　世帯数は、人口の増加と核家族化が相まって著しく増加し、45 年間に 110.5％の伸びとなりました。その結果世帯人
員は減り続け、昭和40（1965）年の4.78人から平成27（2015）年には 2.93 人となっています。

　人口動態の推移を見てみると、社会増減については、「社会増」の傾向で推移し続けていましたが、平成 23（2011）
年からは僅かながら、「社会減」での推移が続いています。
　自然増減については、平成 20（2008）年までは横ばい傾向で推移していましたが、以降は「自然減」での推移が続い
ています。
　これらの傾向から、人口増減数は平成 23（2011）年から減少傾向となっており、平成 23 年から平成 27 年の 5 年
間で 201 人の人口が減少しました。

　平成 22（2010） 年の総就業者は 11,012 人であり、昭和 40（1965）年から 22.2％増加しました。
　本町の産業は、農業や水産業などの第１次産業と食料品、機械器具などの製造業や建設業による第２次産業を主産業
として推移してきましたが、第１次産業における機械化、農地の集積による省力化の推進により生産性の高い第２次、
サービス業などの第３次産業との兼業化や転業が進み、就業構造は大きく変化しています。
　昭和 40（1965）年と比較した産業人口は、第１次産業で 4,840 人（53.7％）から 722 人（6.6％）に減少し、第
２次産業では 1,552 人（17.2％）から 3,478 人（31.6％）に、第３次産業では 2,611 人（29.0％）から 6,470 人（58.8％）
に増加しました。

一世帯
当たり人員
3.79人

一世帯
当たり人員
3.52人

一世帯
当たり人員
3.24人

一世帯
当たり人員
3.08人

一世帯
当たり人員
2.93人一世帯

当たり人員
3.96人

0
昭和40（1965） 昭和45（1970） 昭和50（1975） 昭和 55（1980） 昭和60（1985） 平成2（1990） 平成 7（1995） 平成12（2000） 平成17（2005） 平成22（2010） 平成27（2015）
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8,100人

8,760人
9,035人

9,612人

10,103人
10,770人

11,196人 11,409人 11,688人 11,791人
11,968人 11,848 人

8,188 人
8,684 人

9,401 人 9,954 人 10,288人 10,444人 10,612 人 10,827人
10,865人 10,738 人3,525世帯 3,879世帯

4,259世帯 4,654世帯
5,048世帯 5,431世帯 5,763世帯

6,335世帯 6,976世帯
7,422世帯 7,697世帯

男性 女性 総世帯数（世帯）

4.78人

一世帯
当たり人員 4.44人

一世帯
当たり人員

一世帯
当たり人員
4.3 人

一世帯
当たり人員
4.19人

一世帯
当たり人員
4.11人

資料：国勢調査

16,860人 17,223人
18,296人

19,504人

21,484人 21,853人 22,300人 22,618人 22,833人 22,586人

20,724人

人口・世帯

人口動態

就業構造

■ 人口の推移

■ 産業別就業者数（15 歳以上）
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平成13
（2001）

平成14
（2002）

平成15
（2003）

平成16
（2004）

平成17
（2005）

平成18
（2006）

平成19
（2007）

平成20
（2008）

平成21
（2009）

平成22
（2010）

平成23
（2011）

平成24
（2012）

平成25
（2013）

平成26
（2014）

平成27
（2015）

（年）

（人）
出生 死亡 転入 転出

年度区分
平成７（1995）年 平成 12（2000）年 平成 17（2005）年 平成 22（2010）年

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

総数 11,380 100.0 11,441 100.0 11,653 100.0 11,012 100.0

第
1
次
産
業

合計 1,411 12.4 1,093 9.6 1,003 8.6 722 6.6

農業 1,140 10.0 920 8.0 843 7.2 624 5.7

林業 5 0.0 10 0.1 0 0.0 3 0.0

水産業 266 2.3 163 1.4 160 1.4 95 0.9

第
2
次
産
業

合計 4,332 38.1 4,393 38.4 3,988 34.2 3,478 31.6

鉱業 10 0.1 7 0.1 6 0.1 2 0.0

建設業 1,102 9.7 1,118 9.8 930 8.0 781 7.1

製造業 3,220 28.3 3,268 28.6 3,052 26.2 2,695 24.5

第
3
次
産
業

合計 5,611 49.3 5,915 51.7 6,393 54.9 6,470 58.8

電気・ガス・
熱供給・水道業 51 0.4 52 0.5 45 0.4 43 0.4

運輸・通信業 702 6.2 716 6.3 704 6.0 695 6.3

卸売・小売業・
飲食店 1,764 15.5 1,854 16.2 1,676 14.4 2,073 18.8

金融・保険業 271 2.4 279 2.4 260 2.2 276 2.5

不動産業 39 0.3 50 0.4 46 0.4 77 0.7

サービス業 2,417 21.2 2,549 22.3 3,263 28.0 2,934 26.6

公務 367 3.2 415 3.6 399 3.4 372 3.4

分類不能 26 0.2 40 0.3 269 2.3 342 3.1
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竹 川

斎 宮

金 剛 坂

坂 本

斎宮幼稚園

斎宮地区
コミュニティーセンター

斎宮小学校

伊勢街道

斎宮駅

いつきのみや歴史体験館

史跡公園
「さいくう平安の杜」

明和町観光案内所
いつきのみや地域交流センター

旧竹神社跡

ふるさと
芝生広場

歴史の道

上園芝生広場
コスモス
（見頃：10月頃）

あざふるさと

斎王の森

いつき茶屋

明和ゆたか園

史跡斎宮跡

N

斎宮歴史
博物館
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＋

斎宮跡1/10
史跡全体模型
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センター明和交番

明和町役場

明和中学校

中央公民館

ふるさと会館
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下 御 糸
しも み いと

ショッピング
センター

双葉幼稚園

下御糸地区
コミュニティーセンター

下御糸小学校

根 倉 大淀工業団地

県道伊勢松阪線

キャンプ場

なりひら保育所

大淀

大淀漁港
大淀小学校

見中工業団地

業平松

斎王尾野湊御禊場跡

至伊勢

テニスコート

総合グラウンド
担い手センター

明和工業団地斎宮のハナショウブ群落
（どんど花）

明星古墳公園
明星駅

明星地区
コミュニティーセンター

三重県営
大仏山公園伊勢広域環境組合斎場

至伊勢・神宮至玉城
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佐々夫江行宮跡

カケチカラ発祥の地

明和町人権センター
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交通アクセス

車でお越しの場合
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凡　例

明和町の公共施設など　　　　その他の公共施設など　　　名所・旧跡・観光レジャーポイント
小・中学校　　　幼稚園　　　保育所　　　郵便局　　　交番　　　国史跡斎宮跡
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（国指定天然記念物）

2223



明和町町勢要覧

歴
史
・
文
化
と
自
然
が
輝
き

快
適
で
こ
こ
ろ
豊
か
な
「
和
」の
ま
ち

明
和
町

三重県 明和町
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